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○学習活動
【実践】 課題を「マスト課題」と「発展課題」に分け、誰一
人取り残さない学びを目指した。マスト課題では、実験・
演習・作図・動画視聴を通して基礎理解を深め、発展課
題では「色の順序」や「屈折と反射の位置関係」に挑戦し
た。
【成果】 実験では、試行錯誤や協働的な議論を通して理
解を深めようとする姿が見られた。進度の速い生徒が
「先生役」となって仲間の理解を支援する場面もあり、学
び合いの広がりが確認できた。
【課題】 時間の確保が十分にできず、発展課題をあまり
扱うことができなかった。そのため、発展内容に充てる学
習時間の確保が今後の課題である。
○学習計画
【実践】 アンケート結果を基に問いを設定し、ICTを活用し
て学習計画を立てた。互いの計画を参照したり、振り返り
を通して調整したりできるようにした。毎時間の冒頭と後
半に振り返りの時間を設け、次時への見通しと学習内容
の定着を促した。
【成果】 生徒は計画の調整や問いとのつながりを意識し
ながら学習を進める姿を示し、学びを「自分事」として捉
える傾向が強まった。
【課題】 学習の様子を的確に捉える評価計画がまだ十分
でなく、今後は評価方法をよりきめ細かくしていく必要が
ある。

〇学習形態
【実践】 学習場面に応じて「個別」か「協働」かを生徒自身
が選択できるようにし、自分のペースで学習を進めた。ま
た、掲示板アプリを用いた中間報告を通して他者の考え
を共有した。
【成果】 協働場面では自然な対話や教え合いが活発に
なり、他者の考えを取り入れて解答を改善する姿が見ら
れた。特に公開授業では、選択した学習形態が尊重され、
安心して学びに取り組む様子が確認できた。
【課題】友好関係を優先したグループ編成になりがちで、
学びの質を高める視点からの再検討が必要である。
〇教師の関わりと評価
【実践】 教師は教えすぎない姿勢を意識し、生徒自身の
気づきや対話を引き出すように関わった。
【成果】 生徒同士の自然な対話や教え合いが活発になり、
自立的に学ぶ雰囲気が生まれた。
【課題】 授業全体を通して生徒の学びの深まりを客観的
に把握し、評価に結びつける仕組みをよりきめ細かくして
いく必要がある。

本校では「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、理科の公開授業において単元内自由進度学習を取り入れ
ました。対象は第1学年「光による現象」の小単元で、生徒はアンケートをもとに「虹はなぜできるのか」という単元を貫く
問いを設定し、自ら学習を進めました。以下に、実践の成果と課題を整理します。

本実践を通して、生徒が問いや
計画を自ら決めることで学びを自
分事として捉える姿が多く見られま
した。今後も、生徒が自立した学習
者として成長できるよう、教材開発
や授業改善に継続して取り組んで
いきます。


